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その他 依存財源 2億4,006万円（18.5）

その他 自主財源 2億4,076万円（△9.6）

町税
18億1,733万円
（1.6）

地方交付税
39億5,631万円
（0.7）国庫支出金

6億6,449万円
（△3.5）

県支出金
13億2,635万円
（△3.5）

寄付金 1億3,915万円
（15.4）

繰入金 5億1,938万円（△17.5）

諸収入 2億7,443万円（△1.8）

町債 4億6,775万円
（△25.0）

地方消費税交付金
2億5,951万円

（△4.3）

財産収入 2億2,230万円
（112.0）

歳入合計
107億2,073万円
（前年度増減比率 △1.8%）

繰越金 5億9,285万円（△7.7）

特 別 会 計 名 歳　　入 歳　　出 特 別 会 計 名 歳　　入 歳　　出
国 民 健 康 保 険 18億4,783万円 18億4,131万円 農業集落排水処理事業 4億7万円 3億9,969万円

後 期 高 齢 者 医 療 1億9,305万円 1億9,303万円 漁業集落排水処理事業 3,585万円 3,471万円

直 営 診 療 所 8,802万円 8,067万円 公 共 下 水 道 事 業 5億4,637万円 5億4,544万円

介 護 保 険 19億4,110万円 19億1,896万円 町 営 住 宅 等 4,472万円 3,698万円

簡 易 水 道 事 業 1億9,510万円 1億7,182万円 土 地 開 発 事 業 6,967万円 6,408万円

農業者労働災害共済事業 195万円 128万円

企 業 会 計 名 区　　分 収　　入 支　　出 差　　引

水 道 事 業
収益的 1億6,397万円 1億6,068万円 329万円

資本的 1億3,450万円 1億9,639万円 △6,189万円

工 業 用 水 道 事 業
収益的 2,546万円 3,439万円 △892万円

資本的 2,360万円 2,360万円 0円

上 中 診 療 所 事 業
収益的 5億764万円 4億9,977万円 787万円

資本的 0円 1,889万円 △1,889万円

令和元年度  決算を認定令和元年度  決算を認定実質公債費比率　15.5％
公債費による財政負担の程度を示す数値

前年度対比　0.2ポイント増

経 常 収 支 比 率　90.8%
財政の硬直化を示す数値
前年度対比　1.9ポイント増

自主財源　35.6％

依存財源　64.4％一般会計 歳出総額 101億3,969万円

支出は

議会費 9,113万円（4.3）

衛生費
11億448万円
（6.2）

労働費 2,243万円（0.0）

農林水産業費
11億7,953万円
（△4.3）

商工費 5億2,166万円（16.2）

土木費
8億316万円
（8.9）

災害復旧費 260万円（△98.2）
消防費 4億2,064万円（2.8）

総務費
16億9,838万円
（1.5）

公債費
12億4,919万円
（△3.0）教育費

8億3,162万円
（△17.0）

民生費
22億1,482万円
（△1.0）

（前年度増減比率 △1.8%）

歳出合計
101億3,969万円

※金額は万円単位で表しているため
　合計と一致しません。
※（　）内は、前年度増減比率（％）です。

？？ 私たちの税金は
　　どう使われたのか？

9月定例会 9月1日㈫～
9月24日㈭

歳入

町民一人当たり

約69万円
（前年度対比 1万円減）

一世帯当たり

約202万円
（前年度対比 5万円減）

令和元年度 主要事業

総 　 務 　 費

◇ふるさと納税推進事業
　…………………………2億3,333万円
（ふるさと納税の経費、ふるさと応援基金への積立）

民 　 生 　 費

◇子ども医療費助成事業
　………………………………4,502万円
（中学校卒業まで医療費を助成、窓口無料化を実施）

衛 　 生 　 費

◇清掃総務費
　…………………………2億8,818万円
（一般廃棄物処理や不法投棄回収処理の業務委託など）

農林水産業費

◇塩坂越漁港護岸対策工事
　………………………………2,350万円
（護岸のかさ上げ）

商 　 工 　 費

◇企業誘致促進事業
　………………………………6,519万円
（企業3社に振興補助金を交付し、企業振興を図った）

土 　 木 　 費

◇町道倉見井崎線改良事業
　………………………………3,934万円
（国道27号線交差点改良に伴う用地購入と工事実施）

消 　 防 　 費

◇消防事業費
　…………………………4億2,064万円
（敦賀美方消防組合、若狭消防組合への負担金など）

教 　 育 　 費

◇給食センター費
　…………………………1億1,558万円
（修繕増設工事）

※令和2年 3月 31日時点の人口、世帯数で計算

特別会計・企業会計

予算決算常任委員会
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で
い
る
の
か
。

答　
令
和
元
年
度
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
に
咲

い
て
い
る
か
も
含
め
て
葛
の
花
を
採
取

し
て
、
パ
ウ
ダ
ー
状
エ
キ
ス
状
に
し
て

い
る
。

　
　

葛
の
花
、
葛
根
に
は
、
二
日
酔
い
に
効

く
薬
効
が
あ
る
の
で
、
今
後
例
え
ば
葛

あ
め
、
葛
ク
ッ
キ
ー
に
し
て
、
こ
れ
を

民
宿
等
に
置
き
菓
子
と
し
て
使
用
し
て

い
た
だ
け
な
い
か
考
え
て
い
る
。

▼
環
境
安
全
課
関
連

問	

環
境
保
全
対
策
事
業
で
あ
る
が
、
工
場

排
水
等
の
水
質
検
査
、
大
気
汚
染
観
測

で
把
握
し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
基
準

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
、

安
心
す
る
た
め
に
デ
ー
タ
を
出
し
て
ほ

し
い
。

答	

広
報
紙
で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問	

防
災
諸
費
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
5
万
1
千
円
と
わ
ず
か
だ
が
、

ど
う
い
う
内
容
の
支
出
な
の
か
。

答	

社
協
へ
の
補
助
金
と
し
て
、
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
研
修
や
協
議
会
の
運
営
と

な
っ
て
い
る
。

▼
農
林
水
産
課
関
連

問	

豚
コ
レ
ラ
の
実
態
は
ど
う
か
。

答	

若
狭
町
に
お
い
て
は
、
経
口
ワ
ク
チ
ン

を
散
布
し
た
こ
と
に
よ
り
、
豚
コ
レ
ラ

に
か
か
っ
た
イ
ノ
シ
シ
が
他
へ
う
つ
す

こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
今
の
と
こ
ろ
、

県
内
で
は
豚
コ
レ
ラ
の
菌
を
持
っ
た
検

体
が
い
く
つ
か
発
見
さ
れ
て
い
る
の

で
、
収
束
は
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。

問	

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
事
業

の
確
認
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
す
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
が
、
施
業
計
画
に
当
て
は
ま

る
か
ら
行
っ
た
の
か
、
10
年
ほ
ど
前
か

ら
し
て
い
る
が
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
測
り
な
が

ら
残
し
て
お
く
と
い
う
こ
と
か
。

答	

森
林
施
業
に
使
え
る
境
界
を
確
認
す
る

も
の
で
、
登
記
上
の
境
界
を
確
認
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。

▼
税
務
住
民
課
関
連 

問	

固
定
資
産
税
の
滞
納
が
あ
る
が
、
い
つ

も
よ
り
多
い
の
か
少
な
い
の
か
。

答	

令
和
元
年
度
、
固
定
資
産
税
の
滞
納
繰

越
分
に
つ
い
て
は
多
い
傾
向
に
あ
る
。

固
定
資
産
税
の
大
口
の
方
、
法
人
で
あ

る
が
滞
納
繰
越
に
ず
れ
込
ん
で
い
る
。

た
だ
、
滞
納
繰
越
の
収
入
済
額
に
つ
い

て
は
前
年
度
対
比
で
倍
以
上
の
収
納
を

上
げ
て
い
る
の
で
、
相
対
的
に
み
て
滞

納
が
特
に
多
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
認

識
は
な
い
。

▼
福
祉
課
関
連

問	

今
回
は
36
万
1
千
円
が
不
能
欠
損
に

な
っ
た
。
ま
だ
、
５
１
２
万
円
残
っ
て

い
る
。
５
１
２
万
7
千
円
を
分
析
す
る

と
、現
年
度
分
は
82
万
円
、あ
と
の
４
３

０
万
円
は
過
年
度
分
で
あ
る
。
過
年
度

分
に
な
る
と
そ
の
う
ち
不
能
欠
損
と
い

う
こ
と
で
落
と
す
こ
と
に
な
る
の
か
。

４
３
０
万
円
を
ど
う
処
理
す
る
の
か
。

答	

４
３
０
万
円
は
過
年
度
分
だ
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
不
能
欠
損
に
す
ぐ
持
っ
て

行
か
ず
、
請
求
を
度
重
ね
て
行
っ
て
い

る
。
今
回
不
能
欠
損
と
し
て
落
と
し
た

方
に
つ
い
て
は
、
亡
く
な
ら
れ
て
い
た

り
、
町
外
に
転
出
さ
れ
て
連
絡
を
と
る

の
が
不
可
能
に
な
っ
た
方
の
分
で
あ
る
。

▼
パ
レ
ア
文
化
課
関
連 

問	

図
書
館
を
委
託
業
者
に
や
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
が
、
一
般
町
民
の
感
想
を
聞
い

て
い
る
か
。

令
和
元
年
度
決
算
審
査

　

認
定
第
1
号「
令
和
元
年
度
若
狭
町
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
」は
、
賛
成
多
数
で
認

定
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

　

認
定
第
2
号「
令
和
元
年
度
若
狭
町
水
道

事
業
会
計
、
若
狭
町
工
業
用
水
道
事
業

会
計
及
び
若
狭
町
国
民
健
康
保
険
上
中

診
療
所
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
」は
、
委
員
全
員
の
賛
成
で
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

主
な
質
疑
事
項

【
一
般
会
計
】

▼
観
光
未
来
創
造
課
関
連

問　
葛
の
花
パ
ウ
ダ
ー
、
葛
根
エ
キ
ス
に
委

託
費
５
０
０
万
円
ほ
ど
払
っ
て
商
品
開

発
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
う
い

う
と
こ
ろ
に
委
託
し
て
い
る
の
か
。

答　
東
京
農
業
大
学
関
連
の
森
里
川
海
生
業

研
究
所
に
委
託
し
て
い
る
。
商
品
開
発

す
る
た
め
に
は
、
生
産
体
制
な
ど
も
あ

る
の
で
助
言
を
も
ら
い
な
が
ら
進
め
て

い
る
。

問　
開
発
に
つ
い
て
は
ど
の
程
度
ま
で
進
ん

令和2年度令和2年度のの総額総額はは135135億億8,8508,850万円万円にに

一般会計一般会計にに9億1,632万円9億1,632万円をを増額補正増額補正補正予算

特別会計・企業会計特別会計・企業会計補正予算

事　　業　　内　　容 補　正　額

財政調整基金費（財政調整基金へ積立） 2億6,000万円
企業誘致促進事業（企業に対し振興助成金を交付） 3,000万円
除雪対策事業（今冬の除雪に係る委託料、賃借料など） 8,848万円
道路維持修繕事業（町道の修繕、道路照明のLED化など） 4,963万円
ケーブルテレビネットワーク更新事業 1億5,360万円

主　な　歳　出 （千円単位は切り捨て）

主　な　歳　入 （千円単位は切り捨て）

◆ 地方交付税 ･････････････････････････････････ 1億6,287万円
◆ 国庫支出金 ･････････････････････････････････ 1億3,837万円
◆ 県 支 出 金 ･･･････････････････････････････････････1,671万円

◆ 繰　入　金 ･･･････････････････････････････････････1,891万円
◆ 繰　越　金 ･････････････････････････････････ 3億9,926万円
◆ 町　　　債 ･････････････････････････････････ 1億6,553万円

落石対策箇所（町道10号線）除雪対策事業

常
任
委
員
会
報
告

常
任
委
員
会
報
告

（千円単位は切り捨て）

会 計 区 分 補 正 額 合 計 額

国 民 健 康 保 険 1,127万円 18億8,273万円

後 期 高 齢 者 医 療 2万円 1億9,242万円

直 営 診 療 所 732万円 9,505万円

介 護 保 険 3,632万円 20億2,814万円

簡 易 水 道 事 業 1,127万円 2億7,272万円

農業者労働災害共済事業 67万円 228万円

会 計 区 分 補 正 額 合 計 額

農 業 集 落 排 水 3,570万円 4億5,562万円

漁業集落排水処理事業 114万円 7,161万円

公 共 下 水 道 0円 5億9,187万円

町 営 住 宅 等 773万円 4,185万円

土 地 開 発 事 業 3,833万円 8,878万円

水 道 事 業 1,540万円 3億351万円

5 4若狭町議会だより 第62号若狭町議会だより 第62号



予
算
決
算
常
任
委
員
会

〇
一
般
会
計
補
正
予
算

主
な
質
疑
事
項

▼
総
務
課
関
連

問　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
更
新

事
業
の
令
和
元
年
度
事
業
費
差
額
、
1

億
５
，３
６
０
万
円
の
件
だ
が
、
令
和

2
年
度
に
繰
り
越
せ
な
か
っ
た
の
か
。

答　
補
助
事
業
に
よ
っ
て
は
、
単
年
度
ご
と
に

実
施
す
る
も
の
も
あ
る
。
今
回
の
総
務
省

の
補
助
事
業
で
は
継
続
費
は
認
め
な
い
、

単
年
度
で
く
く
っ
て
事
業
を
実
施
す
る

よ
う
に
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

▼
政
策
推
進
課
関
連

問　
老
朽
空
家
の
除
却
支
援
事
業
で
補
助
金

が
60
万
円
と
あ
る
が
、
1
戸
あ
た
り
30

万
円
、
ど
の
よ
う
な
除
却
目
的
で
使
わ

れ
る
の
か
。

答　
老
朽
空
家
に
指
定
さ
れ
た
も
の
以
外
で

こ
こ
に
あ
る
の
は
、
町
道
1
号
線
沿
い

の
有
田
の
倉
庫
的
な
建
物
に
つ
い
て
除

却
し
て
更
地
に
す
る
ま
で
の
事
業
に
対

し
て
3
分
の
1
の
助
成
を
す
る
も
の
、

あ
と
も
う
1
件
は
海
士
坂
を
予
定
し
て

い
る
。

▼
教
育
委
員
会
関
連

問　
学
校
管
理
費
で
中
学
校
は
三
方
中
と
の

こ
と
だ
が
、
小
学
校
は
ど
こ
か
。

答　
小
学
校
の
屋
外
消
火
栓
と
側
溝
の
不
良

個
所
に
つ
い
て
は
三
方
小
学
校
で
あ

る
、
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の
緊
急
放
送
や

チ
ャ
イ
ム
の
関
係
は
梅
の
里
小
学
校
で

あ
る
。

問　
ギ
ガ
構
想
に
に
つ
い
て
、
各
学
校
の
校

内
Ｌ
Ａ
Ｎ
は
整
備
で
き
た
の
か
。

答　
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
の
3
月
補
正
で
計
上
し
、
各
小
中
学

校
、
工
事
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

▼
建
設
水
道
課
関
連

問　
不
能
欠
損
が
34
万
４
，５
５
０
円
あ
っ

て
、
収
入
未
済
額
が
２
６
６
万
３
，４
８

３
円
と
金
額
が
大
き
い
の
は
な
ぜ
か
。

答　
未
済
額
に
つ
い
て
は
前
年
度
か
ら
過
去

の
分
で
あ
る
。
調
定
額
が
平
成
31
年
度

ス
タ
ー
ト
時
点
で
４
４
０
万
円
あ
っ
た

が
、
１
４
０
万
円
収
入
が
あ
り
、
２
６

０
万
円
残
っ
て
お
り
、
日
々
努
力
し
て

額
を
減
ら
す
よ
う
進
め
て
い
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

▼
観
光
未
来
創
造
課
関
連

問　
新
し
く
で
き
る
道
の
駅
熊
川
宿
の
、
駐

車
場
の
管
理
は
ど
こ
が
す
る
の
か
。

答　
小
浜
土
木
事
務
所
と
詰
め
て
い
る
最
中

で
、は
っ
き
り
と
し
た
決
定
事
項
は
な
い
。

	

町
と
し
て
は
国
道
３
０
３
号
の
付
帯
設

備
と
し
て
、
維
持
管
理
で
き
な
い
か
提

案
は
し
て
い
る
。

問　
道
の
駅
に
出
入
り
す
る
お
客
さ
ん
を
熊

川
宿
に
引
っ
張
っ
て
く
る
導
線
に
つ
い

て
、
相
談
は
受
け
て
い
な
い
か
。

答　
熊
川
の
観
光
組
合
の
方
々
と
話
を
し
て

い
て
、
道
の
駅
に
は
お
客
さ
ん
が
た
く

さ
ん
来
る
。
し
か
し
、
宿
場
の
中
ま
で

来
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
が
難
し
い

の
で
、
今
回
の
整
備
に
合
わ
せ
て
、
道

の
駅
に
来
た
人
が
少
し
で
も
宿
場
の
中

に
入
り
や
す
い
入
口
を
作
っ
て
い
こ
う

と
話
は
進
め
て
い
る
。

▼
税
務
住
民
課
関
連

問　
住
民
票
、
印
鑑
証
明
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

に
つ
い
て
、
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
で
も
で
き

る
の
か
。

答　
全
国
展
開
を
さ
れ
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
が
参
加
し
て
い
る
事
業
で

あ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
連
携
さ
れ
て

い
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
を
使
っ
て
証
明

書
を
発
行
さ
せ
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た

コ
ピ
ー
機
の
備
え
が
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
で

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

問　
そ
の
他
財
源
の
６
６
０
万
円
の
補
助
金

は
ど
こ
か
ら
出
る
の
か
。

答　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
発
行
交
付
し

て
い
る
「
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ

ム
機
構
」
か
ら
で
あ
る
。

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

本
委
員
会
に
審
査
を
付
託
さ
れ
ま
し
た
案

件
は
、
議
案
5
件
お
よ
び
陳
情
1
件
、
委
員

全
員
の
賛
成
を
持
っ
て
可
決
、
採
択
す
べ
き

も
の
と
決
定
。
な
お
、
若
狭
町
上
水
下
水
関

係
の
条
例
改
正
が
4
議
案
。

〇
若
狭
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

主
な
質
疑
事
項

問　
一
般
家
庭
だ
と
口
径
は
20
ミ
リ
か
。

答　
一
般
的
に
13
ミ
リ
だ
が
、
最
近
は
2
世

帯
住
宅
で
改
修
に
よ
り
20
ミ
リ
が
増
え

て
い
る
。

〇
若
狭
町
簡
易
水
道
設
置
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

主
な
質
疑
事
項

問　
パ
イ
プ
が
2
種
類
あ
り
、
当
初
設
置
し

答	

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
5
割
の
方
か

ら
は
良
く
な
っ
た
と
、
1
割
の
方
か
ら

は
あ
ま
り
良
く
な
い
と
の
返
事
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
良
く
な
っ
た
と
い
う

の
は
、
館
内
の
整
理
が
き
れ
い
に
な
っ

た
こ
と
と
、
本
を
借
り
て
い
た
だ
く
た

め
の
工
夫
と
し
て
い
ろ
ん
な
特
集
コ
ー

ナ
ー
を
あ
ち
こ
ち
に
設
置
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

▼
教
育
委
員
会
関
連

問	

施
設
利
用
料
に
対
す
る
費
用
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答	

公
民
館
使
用
料
に
つ
い
て
は
公
民
館
総

務
事
業
に
充
当
し
て
い
る
。
次
に
小
中

学
校
運
動
場
使
用
料
に
つ
い
て
は
小
学

校
管
理
費
に
充
当
し
て
い
る
。
三
方
グ

ラ
ウ
ン
ド
等
屋
外
施
設
に
つ
い
て
は
野

外
運
動
施
設
管
理
事
業
に
充
当
し
て
い

る
。
体
育
館
に
つ
い
て
は
体
育
管
理
事

業
に
充
て
て
い
る
。

問	

施
設
利
用
料
に
対
す
る
人
件
費
ま
で
は

分
か
ら
な
い
の
か
。

答	

教
育
委
員
会
所
管
の
使
用
料
の
徴
収
に

つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
で
1

人
配
置
し
て
、
使
用
料
の
徴
収
に
従
事

し
て
い
る
。

▼
保
健
医
療
課
関
連

問	

福
井
県
下
で
一
人
当
た
り
の
医
療
費

は
、
若
狭
町
は
去
年
、
お
と
と
し
と
2

位
で
あ
る
。
対
策
を
考
え
な
い
と
い
け

な
い
の
が
保
健
医
療
課
で
あ
る
、
そ
の

辺
の
意
見
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

答	

健
診
の
受
診
率
は
高
い
が
、
医
療
費
は

高
額
で
か
か
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
増
え

て
い
る
。
今
年
度
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計

画
の
中
間
評
価
な
の
で
、
医
療
費
の
分

析
と
あ
わ
せ
て
、
疾
病
の
中
身
も
し
っ

か
り
み
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

▼
歴
史
文
化
課
関
連

問	

熊
川
の
保
存
１
１
５
件
と
い
う
こ
と

で
、
あ
と
何
年
か
か
る
の
か
、
こ
れ
で

終
わ
っ
た
の
か
、
こ
れ
か
ら
の
予
定
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
夢
、
将
来
の

展
望
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答	

熊
川
宿
の
保
存
修
理
の
今
後
の
展
望
だ

が
、
現
在
１
１
５
棟
と
申
し
た
が
、
保

存
物
件
と
し
て
は
、
全
て
で
２
１
１
棟

あ
る
。
ま
だ
半
ば
だ
が
、
要
望
を
聞
い

て
毎
年
続
け
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と

と
、
修
理
に
つ
い
て
は
、
重
伝
建
の

選
定
か
ら
か
な
り
日
が
経
つ
の
で
、
最

初
の
時
期
に
修
理
し
た
も
の
に
傷
み
が

出
て
き
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
い

る
。
重
伝
建
と
い
う
も
の
は
、
こ
れ
か

ら
永
久
に
守
っ
て
い
く
と
い
う
制
度
な

の
で
、
い
つ
ま
で
と
は
申
し
上
げ
ら
れ

な
い
が
、
そ
の
時
々
の
建
物
の
状
況
を

確
認
し
て
修
理
し
て
い
き
た
い
。

【
特
別
会
計
】

▼
農
業
者
労
働
災
害
共
済
事
業
特
別
会
計

関
連

問	

毎
年
、
歳
入
よ
り
歳
出
の
方
が
だ
い
ぶ

少
な
く
き
て
い
る
の
で
は
な
か
っ
た

か
な
と
思
う
。
と
い
う
こ
と
は
、
積

立
金
が
積
み
上
が
っ
て
き
て
数
百
万
円

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

が
、
ど
う
な
の
か
。

答	

基
金
の
状
況
は
決
算
書
に
記
載
は
し
て

あ
る
が
、
現
在
９
８
０
万
円
ほ
ど
に

な
っ
て
い
る
。
例
年
、
前
年
繰
越
分
と

基
金
利
息
分
を
基
金
に
積
み
立
て
て
お

り
、
令
和
2
年
度
の
積
立
額
に
な
る
と

70
万
円
ぐ
ら
い
を
積
み
立
て
る
こ
と
に

な
る
の
で
な
い
か
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

	

収
入
と
支
出
の
バ
ラ
ン
ス
は
支
出
の
方

が
少
な
い
状
況
で
そ
の
分
を
基
金
に
積

み
立
て
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、
仮
に

死
亡
事
故
が
発
生
す
る
と
、
1
件
３
０

０
万
円
く
ら
い
の
支
払
い
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
。
そ
の
場
合
は
、
収
入
に

見
合
わ
な
い
額
は
基
金
を
崩
し
て
支
払

う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
今
の
と
こ
ろ

は
事
故
が
少
な
く
て
支
払
い
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
の
で
基
金
が
積
み
立
て
ら

れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

▼
漁
業
集
落
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
関
連

問	

固
定
資
産
台
帳
の
作
成
委
託
だ
が
、
す

べ
て
終
了
し
た
か
。

答	

農
業
集
落
排
水
と
公
共
下
水
道
事
業
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
管
路
が
残
っ
て
い

る
。
漁
業
集
落
排
水
は
令
和
2
年
度
の

予
定
で
既
に
発
注
済
で
あ
る
。

▼
介
護
保
険
特
別
会
計
関
連

問	

歳
入
で
督
促
手
数
料
が
あ
る
。
督
促
し

た
人
に
手
数
料
を
と
る
の
か
。

答	

納
入
期
限
ま
で
に
支
払
い
が
な
い
方
に

つ
い
て
は
自
動
的
に
督
促
手
数
料
と
い

う
形
で
負
担
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

▼
直
営
診
療
所
特
別
会
計
関
連

問	

三
方
診
療
所
に
電
子
カ
ル
テ
が
入
っ
て

い
る
の
を
初
め
て
聞
い
た
が
、
上
中
診

療
所
は
ま
だ
か
。

答	

上
中
診
療
所
は
ま
だ
電
子
カ
ル
テ
は

入
っ
て
い
な
い
。

【
企
業
会
計
】

▼
工
業
用
水
道
事
業
会
計
関
連

問	

報
告
書
の
中
で
、
企
業
で
水
を
使
わ
れ

る
と
こ
ろ
を
7
社
だ
け
と
言
っ
た
が
、

11
社
あ
る
。
4
社
は
契
約
さ
れ
て
い
な

い
の
か
。

答	

当
初
か
ら
4
社
は
契
約
し
て
い
な
い
。

工
業
用
水
道
で
は
な
く
、
上
水
道
を
契

約
さ
れ
て
い
る
。

7 6若狭町議会だより 第62号若狭町議会だより 第62号



9月定例会 議員賛否一覧議員賛否一覧 議長は、採決に加わりません。
○賛成　　×反対　

議員名

議案等名

採
決
月
日

熊
谷
勘
信

辻
岡
正
和

坂
本
　
豊

今
井
富
雄

原
田
進
男

北
原
武
道

福
谷
　
洋

清
水
利
一

小
堀
信
昭

小
林
和
弘

松
本
孝
雄

島
津
秀
樹

令和元年度若狭町一般会計及び特別会計歳
入歳出決算の認定について 9/24 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ －

若狭町水道事業給水条例の一部改正について 9/24 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ －

若狭町簡易水道設置条例の一部改正について 9/24 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ －

若狭町公共下水道条例の一部改正について 9/24 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ －

若狭町集落排水処理施設条例の一部改正について 9/24 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ －

令和２年度若狭町一般会計補正予算（第４号） 9/24 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ －

・	 令和元年度若狭町水道事業会計、若狭町工業用水道事業会計及び若狭町国民健康保険上中診療所事業会
計決算の認定について

・	 令和2年度若狭町国民健康保険特別会計補正予算（第2号）
・	 令和2年度若狭町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
・	 令和2年度若狭町直営診療所特別会計補正予算（第1号）
・	 令和2年度若狭町介護保険特別会計補正予算（第1号）
・	 令和2年度若狭町簡易水道事業特別会計補正予算（第1号）
・	 令和2年度若狭町農業者労働災害共済事業特別会計補正予算（第1号）
・	 令和2年度若狭町農業集落排水処理事業特別会計補正予算（第1号）
・	 令和2年度若狭町漁業集落排水処理事業特別会計補正予算（第1号）
・	 令和2年度若狭町公共下水道事業特別会計補正予算（第1号）
・	 令和2年度若狭町営住宅等特別会計補正予算（第1号）
・	 令和2年度若狭町土地開発事業特別会計補正予算（第1号）
・	 令和2年度若狭町水道事業会計補正予算（第1号）
・	 嶺南地域有害鳥獣食肉処理加工施設の指定管理者の指定期間変更について
・	 地方財政の充実・強化を求める意見書採択について
・	 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見
書について

・	 専決処分の承認を求めることについて（令和2年度若狭町一般会計補正予算（第3号））

9月24日に採決され全員賛成で可決された議案

９月１日に採決され全員賛成で承認された議案

賛否背景は各質疑事項（P5～8）をご参照ください。

た
も
の
と
、
つ
な
い
で
あ
る
パ
イ
プ
の

材
質
が
違
っ
た
。
初
期
の
も
の
は
耐
久

性
が
弱
い
の
で
は
。

答　
現
在
は
二
層
管
を
使
用
し
て
い
る
が
、

当
初
は
一
層
管
を
使
用
し
管
が
割
れ
、

漏
水
が
多
発
し
て
い
る
。

問　
上
水
道
に
し
て
も
下
水
道
に
し
て
も
、

傷
ん
だ
ら
直
し
て
い
く
計
画
か
。

答　
今
後
20
年
間
で
上
水
道
は
90
億
円
、
下

水
道
は
70
億
円
の
事
業
計
画
で
実
施
し

て
い
く
。

〇
若
狭
町
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

主
な
質
疑
事
項

問　
9
月
10
日
は
下
水
道
の
日
と
い
う
こ
と

だ
が
町
独
自
で
し
て
い
る
の
か
。

答　

9
月
10
日
は
全
国
的
に
下
水
道
の
日

で
、
各
市
町
で
催
し
物
を
し
て
い
る
。

例
え
ば
、県
庁
1
階
ロ
ビ
ー
で
、福
井
市

役
所
が
下
水
道
の
展
示
を
し
て
い
る
。

〇
若
狭
町
集
落
排
水
処
理
施
設
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

人
口
減
少
に
よ
る
排
水
処
理
の
料
金
の

増
額
改
正

〇
嶺
南
地
域
有
害
鳥
獣
食
肉
処
理
加

工
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
期

間
変
更
に
つ
い
て

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
指
定
管
理
者
の
業
績

が
悪
化
し
た
た
め
、
指
定
管
理
者
よ
り

「
指
定
期
間
満
了
以
前
の
指
定
の
取
り
消

し
」
申
出
書
が
提
出
さ
れ
、
令
和
5
年
3

月
31
日
ま
で
の
指
定
期
間
を
令
和
3
年
3

月
31
日
ま
で
と
変
更
す
る
も
の
。

〇
地
方
財
政
の
充
実
、
強
化
を
求
め

る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て

　

人
口
減
少
、超
高
齢
化
社
会
、又
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
地
方
財
政
を
強
化
す
る
た
め
、

国
に
要
望
す
る
意
見
書
を
提
出
す
る
。

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う
地方財政の急激な悪化に対し

地方税財源の確保を求める意見書

　新型コロナウイルス感染症の拡大は、

経済・社会に甚大な影響を及ぼし、地方

税・地方交付税の一般財源の激減が避

けがたくなっており、9月定例会におい

て、令和3年度地方財政対策及び地方税

制改正に向け、国に対して地方財源の確

保などを求める意見書を提出しました。
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一般 問質一般 問質

一般
問質

一般
問質

（文責：質問者本人）（文責：質問者本人）

清
水	

新
型
コ
ロ
ナ
禍
感
染

拡
大
の
対
応
で
、
本
年
度
事
業

に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
中
止
や
規

模
縮
小
化
の
予
算
に
よ
る
繰

越
し
増
幅
が
予
想
さ
れ
る
が
、

現
状
勢
と
対
応
は
。

総
務
課
長	

不
用
額
の
調
整

は
工
期
及
び
納
期
の
見
直
し

等
で
対
応
し
た
い
。
ま
た
、
公

共
工
事
等
で
は
今
後
の
進
捗

状
況
次
第
に
な
る
。

町
長	

国
庫
補
助
事
業
は
採

択
を
受
け
て
お
り
、
継
続
と
な

り
、
基
本
的
に
次
期
町
政
に
引

き
継
い
で
い
き
た
い
。

事
業
の
繰
越
し
状
勢
と

事
業
の
繰
越
し
状
勢
と

対
応
に
つ
い
て

対
応
に
つ
い
て

清
水	
三
年
間
の
集
中
期
間

の
行
財
政
改
革
の
検
証
と
成

果
状
勢
を
示
す
べ
き
で
、
昨
年

度
の
二
年
目
と
し
て
の
成
果

は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

町
長	

実
行
委
員
会
で
プ
ラ

ン
の
ま
と
め
か
ら
、
職
員
各
位

等
の
英
知
結
集
を
頂
き
、
目
標

達
成
が
で
き
た
。

総
務
課
長	

一
年
目
は
約
2

億
8
千
万
円
で
効
果
決
算
さ

れ
、
昨
年
度
二
年
目
は
目
標
約

2
億
2
千
万
円
に
対
し
、
4
億

円
強
の
効
果
額
と
な
っ
た
。
歳

出
は
指
定
管
理
者
の
管
理
料

見
直
し
等
で
減
額
し
、
歳
入
で

は
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
等

で
増
収
効
果
を
生
み
出
し
た
。

清
水	

最
終
三
年
目
に
な
る

本
年
度
の
成
果
見
込
み
は
。

総
務
課
長	

目
標
3
億
円
に

対
し
、
約
2
億
9
千
万
円
の
見

行
財
政
改
革
の
検
証
と

行
財
政
改
革
の
検
証
と

成
果
に
つ
い
て

成
果
に
つ
い
て

込
み
で
、
三
年
間
の
総
額
は
約

9
億
8
千
万
円
余
り
で
達
成

で
き
る
状
勢
。

清
水	

二
つ
目
の
計
画
・
目

標
で
財
政
調
整
基
金
の
残
高

を
合
併
当
時
の
10
億
円
に
戻

す
こ
と
を
目
指
さ
れ
て
い
る

が
、達
成
で
き
そ
う
か
。

町
長	

9
月
補
正
で
2
億
6

千
万
円
を
積
立
上
程
も
し
て

い
て
、
現
段
階
で
は
達
成
可
能

と
見
込
ん
で
い
る
。

清
水	
行
財
政
改
革
プ
ラ

ン
に
沿
い
、
継
続
実
行
を
さ
れ
、

更
な
る
財
政
運
営
、
財
政
健
全

化
に
向
け
た
取
組
み
と
そ
の

功
績
に
期
待
す
る
。

清
し

 水
みず

 利
とし

 一
かず

 議 員

空
き
家
の
活
用
に
つ
い
て

空
き
家
の
活
用
に
つ
い
て

辻
岡	

高
知
県
の
梼
原
町
の

よ
う
に
、
町
が
主
体
と
な
り
空

き
家
を
所
有
者
か
ら
借
り
て
、

リ
フ
オ
ー
ム
し
、
貸
し
出
し
て
、

採
算
が
取
れ
た
時
点
で
、
所
有

者
に
戻
す
よ
う
な
取
り
組
み

は
し
な
い
の
か
。

政
策
推
進
課
長	

現
在
町
が

主
体
と
な
る
事
は
考
え
て
い

な
い
が
、
今
後
事
例
を
参
考

に
、検
討
し
て
い
く
。

辻
岡	

空
き
家
問
題
は
、
今

後
ま
す
ま
す
増
え
て
く
る
と

考
え
ら
れ
る
た
め
、
若
狭
町
も

本
腰
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で

も
ら
い
、
全
国
の
取
り
組
み
の

良
い
所
を
参
考
に
し
て
、
空
き

家
問
題
を
よ
い
方
向
に
転
換

し
、
定
住
人
口
の
増
加
に
、
是

非
繋
げ
て
も
ら
い
た
い
。

空
き
家
の
活
用
は

辻
岡	

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
、
避
難
所
を
若
狭
町
で
は
、

体
育
館
や
リ
ブ
ラ
等
の
広
い

施
設
で
対
応
す
る
と
言
う
事

だ
が
、
多
く
の
人
が
避
難
し
た

場
合
一
人
当
た
り
4
㎡
の
ス

ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
る
の
か
、

そ
し
て
、
感
染
し
な
い
た
め
の

資
機
材
は
十
分
な
の
か
、
国
や

県
か
ら
の
支
援
は
ど
う
な
の

か
。環

境
安
全
課
長	

避
難
者
が

多
数
と
な
り
、
一
人
あ
た
り
4

㎡
以
上
の
避
難
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
す
る
の
が
困
難
と
な
っ

た
場
合
に
は
、
若
狭
町
地
域
防

災
計
画
に
記
載
し
て
い
る
、
体

育
館
等
の
避
難
所
を
順
次
開

設
し
、
必
要
な
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
す
る
。
資
機
材
の
支
援
は
、

県
か
ら
は
、「
段
ボ
ー
ル
間
仕

切
り
」
お
よ
び
「
非
接
触
式
体

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
の

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
の

災
害
避
難
は

災
害
避
難
は

温
計
」
が
27
個
ず
つ
貸
与
さ
れ

て
お
り
、国
か
ら
の
は
、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」
が

交
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
必
要
な
資
機
材
の
整
備

を
進
め
て
い
る
。

空
き
家
の
仲
人
役
な
ど
を
配
置
し
、空
き
家
対
策
の

仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
む

辻
つじ

 岡
おか

 正
まさ

 和
かず

 議 員

行
財
政
改
革
集
中
三
ヶ
年
の
検
証
と
成
果
は

実
行
委
員
会
及
び
職
員
各
位
の
協
力
体
制
と
英
知
を

結
集
さ
れ
実
行
し
、目
標
達
成
が
で
き
る
状
勢
で
あ
る

町　

長

小
こ

 堀
ほり

 信
のぶ

 昭
あき

 議 員

市
は
3
月
、
上
下
水
道
料
金
の

20
％
値
上
げ
を
決
め
た
が
、
6

月
議
会
で
こ
れ
の
延
期
を
決

め
た
。
あ
わ
ら
市
も
3
月
、
上

下
水
道
料
金
の
10
％
値
上
げ

を
決
め
た
が
、
6
月
議
会
で
こ

れ
の
延
期
を
決
め
た
。
本
町
の

30
％
値
上
げ
に
つ
い
て
は
、
少

な
く
と
も
、
今
は
行
う
べ
き
で

は
な
い
。

町
長	

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
つ

い
て
は
認
識
し
て
お
り
、
国
・

県
の
支
援
策
に
加
え
、
町
独
自

に
も
き
め
細
や
か
な
支
援
を

し
て
い
る
。
上
下
水
道
事
業
は

公
益
的
な
事
業
で
あ
る
が
、
独

立
採
算
が
基
本
で
あ
る
。
住

民
み
ん
な
で
支
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
将
来
に
渡
っ
て
安

全
・
安
心
に
事
業
運
営
し
て
い

く
に
は
、
今
回
ど
う
し
て
も
料

金
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。
今

現
在
の
コ
ロ
ナ
支
援
と
は
視

点
が
違
う
。

北
原	

町
民
の
財
布
は
別
々

で
は
な
い
。
値
上
げ
す
れ
ば
、

支
援
も
帳
消
し
に
な
る
。

北
原	

新
し
い
小
学
校
は
、

瓜
生
地
区
に
立
地
し
て
い
た

と
し
て
も
、
も
は
や
”瓜
生
地

区
の
“
小
学
校
で
は
な
い
。	

「
瓜
生
小
学
校
」
の
名
前
は
相

応
し
く
な
い
。
新
し
い
名
前
で

ス
タ
ー
ト
す
る
べ
き
だ
。

教
育
長	

統
廃
合
に
よ
っ
て
、

熊
川
小
と
瓜
生
小
の
校
区
が

一
つ
の
校
区
に
な
る
。
ふ
る
さ

と
学
習
な
ど
で
、
子
ど
も
た
ち

の
学
習
フ
ィ
ー
ル
ド
が
広
く

な
る
。
校
舎
は
現
在
の
瓜
生
小

の
校
舎
を
使
う
。「
瓜
生
小
学

校
」
の
名
を
残
す
と
説
明
し
て

き
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
両
地
区
の
皆
さ
ん
と
話
し

小
堀	

町
内
で
も
、
帯
状
疱

疹
の
患
者
の
話
を
よ
く
聞
く
、

そ
の
痛
み
は
「
想
像
を
絶
す
る

痛
さ
」
だ
と
聞
く
。
町
内
の
患

者
数
は
。

保
健
医
療
課
長	

平
成
31
年

度
75
歳
以
上
後
期
高
齢
者
保

険
、
国
民
健
康
保
険
、
両
被
保

険
者
年
約
３
０
８
人
。

小
堀	

加
齢
で
40
代
に
比
べ

発
症
率
が
2
倍
に
上
昇
す
る

50
歳
以
上
で
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
用
は
自
己
負
担
な
の
で
、

名
古
屋
市
の
よ
う
に
助
成
で

き
な
い
か
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

費
用
に
助
成
で
き
な
い
か

費
用
に
助
成
で
き
な
い
か

合
っ
て
い
き
た
い
。
両
地
区
の

子
ど
も
た
ち
が
仲
良
く
協
力

し
合
っ
て
、
楽
し
く
学
べ
る
学

校
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

北
原	

学
校
名
を
新
し
く

す
る
な
ど
、
対
等
合
併
で
あ
る

事
を
明
確
に
し
て
、
学
校
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
べ
き
だ
。
そ
の

こ
と
が
、
両
地
区
の
子
ど
も
た

ち
が
通
う
、
新
し
い
こ
の
小
学

校
が
”地
域
“に
根
ざ
し
た
学

校
に
な
る
土
台
を
つ
く
る
。

北
原	

昨
年
10
月
の
消
費
税

増
税
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
が
重
な
り
、
わ
が
国

の
景
気
は
最
悪
だ
。
落
ち
込
み

は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
時

を
遥
か
に
上
回
っ
て
い
る
。
今
、

行
政
が
な
す
べ
き
こ
と
は
、
全

力
で
町
民
の
生
活
や
生
業
を

応
援
す
る
こ
と
で
あ
る
。
敦
賀

水
道
料
金
、
今
は
値
上
げ

水
道
料
金
、
今
は
値
上
げ

す
る
時
で
な
い
と
思
う
が

す
る
時
で
な
い
と
思
う
が

北
きた

 原
はら

 武
たけ

 道
みち

 議 員

熊
川
・
瓜
生
の
統
合
小
学
校
は
新
し
い
学
校
名
で

ス
タ
ー
ト
を

「
瓜
生
小
学
校
」の
名
を
残
す
と
説
明
し
て
き
た

今
後
、両
地
区
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
っ
て
い
き
た
い

教
育
長

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
助
成
が
で
き
な
い
か

任
意
接
種
に
は
実
施
し
て
い
な
い

保
健
医
療
課
長

保
健
医
療
課
長	

町
で
は
、

予
防
接
種
の
定
期
接
種
は
公
費

助
成
実
施
し
て
い
る
が
、
任
意

接
種
に
は
実
施
し
て
い
な
い
。

国
の
審
議
会
に
お
い
て
、
水
痘

ワ
ク
チ
ン
を
帯
状
疱
疹
予
防
と

し
て
、
検
討
中
な
の
で
動
向
を

注
視
し
て
い
る
。

ゲ
ー
ム
依
存
症
に
つ
い
て

ゲ
ー
ム
依
存
症
に
つ
い
て

小
堀	

ゲ
ー
ム
依
存
に
つ
い

て
の
調
査
は
。

教
育
長	

ゲ
ー
ム
に
特
定
せ

ず
Ｉ
Ｔ
全
般
に
渡
る
調
査
を

実
施
し
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
の
利

用
時
間
は
、
30
分
以
上
、
小
学

生
３
７
３
人
、
中
学
生
３
５
３

人
が
利
用
。
3
時
間
以
上
が
小

学
生
23
人
、
中
学
生
36
人
と
い

う
結
果
で
、
ゲ
ー
ム
依
存
症
の

対
策
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

小
堀	

ゲ
ー
ム
依
存
は
病
気

だ
と
Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
国
際
的
な
診
断

基
準
が
正
式
に
決
ま
っ
た
。
町

内
生
徒
に
対
象
者
は
い
る
か
。

教
育
長	

心
配
さ
れ
る
児
童

生
徒
は
い
る
。
学
校
、
保
護
者

会
等
で
研
修
行
う
等
、
家
庭
内

で
も
注
意
喚
起
し
て
い
る
。

小
堀	

今
後
の
指
導
は
。

教
育
長	

県
で
は
Ｉ
Ｔ
上
で

の
い
じ
め
や
依
存
症
な
ど
の

生
活
習
慣
の
乱
れ
の
未
然
防

止
の
た
め
の
、
利
用
時
間
や
利

用
方
法
等
に
関
す
る
指
針
「
ふ

く
い
ス
マ
ー
ト
ル
ー
ル
」
を
作

成
し
て
お
り
、
こ
の
指
針
を
基

に
、指
導
を
行
っ
て
い
る
。

町　
長

行財政改革プラン
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【会期：12月4日～12月18日】令和2年 令和2年 12月定例会12月定例会のの日程日程
すべて傍聴できます。上程される議案の件数などの関係で予定が変更になる場合があります。
本定例会で扱う請願・陳情の受付は11月27日（金）15時締め切り予定です。（議会事務局）

■
12
月
4
日（
金
）９
時　
本
会
議
開
会

　

議
案
が
上
程
さ
れ
ま
す
。

　

直
ち
に
質
疑
・
討
論
・
採
決
を
行
う
議
案
も
あ
り
ま
す
が
、

多
く
の
議
案
は
、審
査
を
常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
す
。
付
託

議
案
に
つ
い
て
付
託
す
べ
き
常
任
委
員
会
を
決
定
し
ま
す
。

■
12
月
8
日（
火
）９
時　
本
会
議　
一
般
質
問

　

理
事
者
に
対
し
て
議
員
が
自
由
に
質
問
し
ま
す
。

（
一
般
質
問
は
翌
日
か
ら
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
録
画
が
放
映

さ
れ
ま
す
。）

■
12
月
9
日（
水
）９
時　
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
質
疑
・
討
論
・
採
決
を
行
い
、

各
議
案
に
対
す
る
審
査
の
結
論
を
出
し
ま
す
。

■
12
月
10
日（
木
）９
時　
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　

付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
質
疑
・
討
論
・
採
決
を
行
い
、

各
議
案
に
対
す
る
審
査
の
結
論
を
出
し
ま
す
。

■
12
月
11
日（
金
）９
時　
予
算
決
算
常
任
委
員
会

　

付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
質
疑
・
討
論
・
採
決
を
行
い
、

各
議
案
に
対
す
る
審
査
の
結
論
を
出
し
ま
す
。

■
12
月
18
日（
金
）９
時　
本
会
議
閉
会

　

各
常
任
委
員
会
の
委
員
長
が
、
付
託
議
案
の
常
任
委
員
会

で
の
審
査
結
果
を
報
告
し
ま
す
。
そ
の
後
、全
議
員
に
よ
っ
て
、

各
議
案
に
対
す
る
質
疑
・
討
論
・
採
決
を
行
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
今
ま
で
の
生
活
が
出
来

な
い
、又
、日
本
の
経
済
も
大
変
な
状
況
。

そ
ん
な
中
、新
し
い
総
理
が
誕
生
し
、今

後
の
日
本
の
舵
取
り
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
す
べ
て
の
事
業

が
中
止
し
、
議
会
に
お
い
て
も
多
く
の
活

動
が
で
き
な
い
状
況
、
広
報
特
別
委
員
会

も
議
会
だ
よ
り
に
載
せ
る
記
事
が
な
く
困

惑
し
て
い
ま
す
。

一
日
も
早
く
、
ワ
ク
チ
ン
が
出
来
て
ほ

し
い
。

「
手
洗
い
・
消
毒
・
マ
ス
ク
」を
徹
底
し
、

感
染
し
な
い
・
さ
せ
な
い
。
又
新
し
い
生

活
ス
タ
イ
ル
に
転
換
し
、
普
通
の
生
活
が

出
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
広
報
特

別
委
員
会
と
し
て
、
町
民
に
寄
り
添
う
議

会
だ
よ
り
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。	

（
坂
本　

豊
）

議会の動き

9月15日　予算決算常任委員会 9月1日　本会議
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